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ディープインパクト
鹿　2002

*サンデーサイレンス
Sunday Silence
青鹿　1986

*シェンク
Shenck
鹿　1996

ザフォニック
Zafonic
鹿　1990

*ウインドインハーヘア
Wind in Her Hair
鹿　1991

バックウィッグ
Buckwig
黒鹿　1984

Halo 
Hail to Reason 

Cosmah 

Understanding 

Mountain Flower 

Lyphard 

Lady Rebecca 

Busted 

Highclere 

Gone West 

Alzao 

Buckfinder 

Wishing Well 

Zaizafon 

Burghclere 

Dickie Ludwig 

Mr.Prospector 

Secrettame 

The Minstrel 

Mofida 

Buckpasser 

Shenanigans 

T.V.Commercial 

Coppahaunk (4)

ザフォニック Zafonic は米国産，全欧２歳チャンピオン，英仏５勝，
英2000ギニー -G1。【ＢＭＳ：主な産駒】ヴァダウィナ（サンタラリ賞-G1），ザ
ンベージ サン（パリ大賞典-G1），アウザーン（ミドル パークＳ-G1），ザフィ
シオ（クリテリウム アンテルナシオナル -G1），マルカシェンク（デイリー杯
２歳Ｓ-JPN2），ザレマ（京成杯オータムＨ-G3）

*シェンク Shenck は英国産，伊３勝，伊 1000ギニー -G2（芝 1600
ｍ），Premio Seregno-L，Premio Alessandro Perrone-L２着，Premio Vi-
ttorio Crespi-L３着，仏入着，仏1000ギニー -G1４着。産駒
スターエフェクト（01　牡　青鹿 *エリシオ）２勝，石川○交１勝，岩手（公）８

勝，佐賀（公）１勝
フォーノーワン（02　牝　青 *サンデーサイレンス）４戦。産駒

ノーワンエルス：２勝，カンナＳ-OP
マルカシェンク（03　牡　黒鹿 *サンデーサイレンス）５勝，デイリー杯

２歳Ｓ-JPN2（芝 1600ｍ），関屋記念-G3（芝 1600ｍ），ニューイヤ
ーＳ-OP（芝 1600ｍ），京都２歳Ｓ-OP（芝 2000ｍ），富士Ｓ-G3２
着，京都金杯-G3２着，同４着，鳴尾記念-JPN3２着，小倉大賞典
-JPN3２着，ダービー -JPN1４着，毎日王冠-G2４着，中山記念-G2
４着，京都新聞杯-JPN2５着，武蔵野Ｓ-G3５着。種牡馬

ザレマ（04　牝　栗　ダンスインザダーク）４勝，京成杯オータムＨ-G3
（芝 1600ｍ），ターコイズＳ-OP（芝 1600ｍ），同２着，忘れな草賞
-OP（芝2000ｍ），阪神牝馬Ｓ-G2２着，京都牝馬Ｓ-G3２着，同３着

（２回），クイーンＳ-G3２着，福島牝馬Ｓ-G3３着，ヴィクトリアマ
イル -G1４着，中山牝馬Ｓ-G3４着，富士Ｓ-G3５着

アイアムピカイチ（06　牡　黒鹿　キングカメハメハ）３勝
トーセンシーザー（09　牡　黒鹿　ディープインパクト）入着，○現

バックウィッグ Buckwig は伊10勝，ブオンタレンタ賞-G3，バグッタ
賞-G3，同２着，Premio Allevamento-L，Premio Sergio Cumani-L２着，
リボー賞-G2４着，ロイヤル メアズ賞-G3４着。産駒
カーヴィス Karvis：伊４勝，Premio Alberto Zanoletti di Rozzano-L２

着。産駒
ベックマン Beckmann：伊 12勝，Premio d'Estate-L，Premio Ne-

arco-L２着，Premio del Piazzale-L３着，伊障２勝

全40口 1口200万円  （総額8,000万円）

関西入厩
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シェンクの11
●生産：社台ファーム　●繋養：社台ファーム　●入厩予定：藤原英昭厩舎

牡
鹿毛

2011.2.7 生

胴長体型で父の産駒としては比較的大柄ながら、皮膚は薄く全体的に
引き締まっているので重さは感じません。放牧地では恵まれた馬格
を活かして、跳びが大きくダイナミックな走法で駆け回っています。
完歩が大きいわりには反応がよく、素直で走ることに対して前向き
な気性も大きな武器といえます。常にロングスパートが可能な仕様
となっており、広いコースでの追い比べこそ、真価発揮の場となり
そうです。大舞台で活躍する厩舎に預託予定の良血馬でスケールの
大きさは疑いようがなく、２歳秋デビューからクラシック参戦はもち
ろん、古馬になってからも一線級の活躍を見込んでいる逸材です。


